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方法

テキストマイニング
⇒テキストデータからコンピュータを使って
何らかの情報を抽出する

■KH Coder
→テキストデータを分析するためのフリーソフトウェア
開発者：樋口耕一（立命館大学准教授）

□機能

形態素解析（茶筌）

頻出語の抽出

外部変数の利用

コーディングルールの適用

種々の統計的分析（R） 等

サプリメント

珈琲

キーワード

外部変数

価格帯

【使用データ】
楽天市場の商品評価レビューのうち

最新の2012年12月のデータ
2,181,861レコード/15フィールド

そのうち，季節を問わず購入されると考えられる
「珈琲」，「サプリメント」の商品評価データ

対応分析
データの持っている特徴を
二次元平面に表現した図

結論・考察 レビューデータにコーディング・ルールを適用，また外部変数も利用するこ
とで全て同じ条件のもと店舗ごとの特徴を抽出することができた

結果を各店舗に提示
商品の開発・経営戦略に生かすことができる

価格帯が高いほど総合評価が高い
価格帯が低いほど全体の評価が低い
⇒価格は評価（満足度）に影響を及ぼす可能性が大きい

リピートされやすい価格帯→1000-2000
サービス評価が高い価格帯→3000-4000
キーワードによる語の出現数及び評価が低い価格帯
→0-1000

近年，テキストデータの分析手法としてテキストマイニングは注目されている．
しかし，単に頻出語を抽出し，それらの関係を共起ネットワーク等に表現しても
経営戦略に有益な知見を得ることは困難である．

外部変数やコーディングを利用しクロス集計や対応分析を行うことで
統計的な有意差の存在を確認したり，外部変数やコードの視覚的なポジショニング
を行うことが可能となる．

背景・目的

楽天市場の商品レビュー（テキストデータ）
を分析し店舗ごとの特徴を抽出し提示

⇒各店舗の経営戦略に役立てる

（商品開発にフィードバック）

小規模 特徴

A
価格○，サービス○，総合評価○の出現割

合が少ない

B
リピートに関する語の出現は少ないが総合評

価は高い

G 価格とサービスに関する語の出現が多い

H 総合評価が高い

I サービスが良い

K 価格が安くリピートしやすい

N リピート○が比較的多い

大規模 特徴

M 価格が手ごろで評価が高い

O 価格が高く評価が低い

P リピートしやすい

Q
品質とサービスは良いが価格が高く評価が

低い

R
価格が安くサービスなどの全体的な評価が

高い

S サービスが悪く評価が低い

T リピートをする人が多いがサービスは悪い

小規模 特徴

c 価格が安くリピートしやすい

d プラス評価の語のヒット数が少ない

e 価格○が比較的多い

f リピートに関する語の出現数が少ない

g 価格はいまいちだが味に関する記述が多い

h リピートが多く味に関する記述も多い

i 味に関する記述が少ない

k リピート○，味○が比較的多い

l 価格が手ごろで評価が高い

m 総合評価は高い

n 味に関する記述が少ない

大規模 特徴

a
店舗bに比べサービス・味に関する記述が少

ない

b サービス・味に関する記述が多い


